
教材紹介                   教科・領域（ 国語・社会理科 ） 

教材名 

文字カード・文字キューブ 

備考 

 

教材の写真  

               

 

対象 

(学習グループ例) 

平仮名の読みだけができる生徒 

平仮名の読み書きができるが、流暢には読めない生徒 

目的 

ねらい 

平仮名の読みを定着させる。 

視覚認知が弱い生徒に、トレーニングを行う。 

使用方法 

使 用 上 の 留 意 点 

平仮名カードは、マグネットがついているので、ホワイトボードや黒板に

貼り付けて使う。 

平仮名キューブは、机の上で言葉作りを行う。 

生徒に同時に行わせるには、人数分のセット数が必要だが、二人でチーム

を作り、交替で使うこともある。 

順に前に出てきて、しりとりをすることもある。文字が書ける生徒は、文

字を書き、書けないが読めるという生徒はカードを使って行うことができ

る。 

備考 

(材料等) 

ラミネーターフィルムを使って作成。 

キューブは、ホームセンターなどで角材を購入して、カットして作成した。 

100 均で、買うこともできるが、少し高めになる。 

 


